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平
成
21
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計

補
正
予
算
、
嘱
託
職
員
退
職
時
割
増
報

酬
支
給
条
例
の
制
定
な
ど
５
件
の
条
例

改
正
を
含
む
議
案
16
件
、
陳
情
１
件
を

可
決
し
、
請
願
２
件
に
つ
い
て
は
継
続

審
査
と
し
た
。
※
詳
細
は
４
〜
５
ペ
ー

ジ
に
記
載

　

壱
岐
市
汚
泥
再
処
理
セ
ン
タ
ー
工
事

請
負
契
約
の
締
結
、
補
正
予
算
（
平
成

21
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
）
に

つ
い
て
２
件
を
可
決
。
※
詳
細
は
３

ペ
ー
ジ
に
記
載

　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
（
減
額
）
等
条
例
改
正
２
件
、
平

成
21
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
可
決
。
※
詳
細
は
３

ペ
ー
ジ
に
記
載

○
臨
時
会
（
10/23
）

○
臨
時
会
（
11/30
）

○
12
月
定
例
会
（
12/4
〜
17
）

質問 審査 挨拶

ど
え
ん
な
補
正
予
算
が
あ

る
と
？

市
議
会
議
長
あ
い
さ
つ

議
会
だ
よ
り
ク
イ
ズ

3P3P 2P2P

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

4P ～4P～

10
人
が
一
般
質
問

未
収
金
対
策

も
う
ち
っ
と
く
わ
し
ゅ
う

議
会
に
行
き
ま
し
た

市
民
の
声

6P ～6P～11P11P14P～14P～16P16P

予算予算クイズクイズ 声声
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壱岐市議会議長あいさつ

市
民
の
期
待
と
信
頼
に

応
え
ら
れ
る
議
会
を

「
新
し
い
年
に
よ
せ
て
」

壱
岐
市
議
会
議
長　

　

牧
永　

護

　

平
成
22
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
平
素
よ
り
壱
岐
市
議
会
の

活
動
に
対
し
、
多
大
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
春
、
３
月
14
日
に
は
壱
岐

市
立
一
支
国
博
物
館
・
長
崎
県

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー

プ
ン
い
た
し
ま
す
。
長
崎
県
と

壱
岐
市
が
共
同
で
整
備
を
し
、

民
間
活
力
を
導
入
し
た
取
り
組

み
で
、
壱
岐
の
地
域
振
興
に
大

き
く
影
響
す
る
魅
力
あ
る
企
画

と
し
て
、
期
待
を
寄
せ
て
お
り

ま
す
。

　

我
が
郷
土
の
文
化
・
歴
史
に

理
解
と
愛
着
を
深
め
、
壱
岐
島

の
繁
栄
に
繋
が
る
よ
う
、
皆
様

と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
行
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

新
聞
・
ニ
ュ
ー
ス
等
で
ご
承

知
の
と
お
り
、
わ
が
国
の
危
機

的
な
財
政
問
題
が
、
国
か
ら
地

方
へ
の
財
源
支
出
の
削
減
に
繋

が
り
、
今
後
、
本
市
の
財
政
は

大
変
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
壱
岐
市
議
会
議

長
と
し
て
、
国
県
に
対
し
陳
情

活
動
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

（
12
ペ
ー
ジ
に
報
告
）

　

早
い
も
の
で
、
壱
岐
市
誕
生

か
ら
６
年
と
な
り
ま
す
。

　

本
市
の
昨
年
一
年
を
振
り
返

り
ま
す
と
、
壱
岐
の
子
ど
も
た

ち
の
活
躍
に
多
大
な
勇
気
を
も

ら
っ
た
こ
と
が
一
番
に
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
盈
科
小
学
校
少
年
軟

式
野
球
ク
ラ
ブ
の
全
国
大
会
ベ

ス
ト
８
の
快
挙
、
国
土
交
通
大

臣
杯
・
全
国
離
島
中
学
生
野
球

大
会
で
の
壱
岐
選
抜
チ
ー
ム
の

優
勝
、
ま
た
、
石
田
町
山
崎
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
が
日
本
代
表
と

し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
青
少
年
消
防

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
な

ど
、
壱
岐
市
民
に
と
っ
て
の
誇

り
で
あ
り
、
未
来
を
託
す
立
派

な
器
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
喜
ば
ず
に
は
お
れ
ま
せ

ん
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
「
美
し
い
壱

岐
市
」
を
継
承
す
る
た
め
、
そ

し
て
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
市
民
皆
様
の

「
期
待
と
信
頼
」
に
答
え
ら
れ

る
よ
う
、
議
決
機
関
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
べ
く
、
議
員
全

員
で
一
層
努
力
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
「
幸
せ
」
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

郷ノ浦町半城湾
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どえんな補正予算があると？
　　　☆12月補正予算　一般会計補正予算　4億1,328万 7千円増
  特別会計補正予算　　　1,123万 2千円増
  　　　　　　　総額　4億2,451万 9千円増

県営街路事業負担金
4,660万円

その他の事業

耐震診断調査

新型インフルエンザ予防接種委託事業
1,758万円

畜産環境総合整備統合補助事業
　2,658万円

柳田小学校校舎

「注射おわったぁ～ !?!?」（市民病院）
堆肥センター造成地（郷ノ浦町初山）

工事中の県道・新郷ノ浦港線（文化ホール～親和銀行へ通じる）

堆肥センター整備工事費１歳～小学６年生までの子ども等は新型インフル
エンザの２回目の予防接種が無料で受けられます。

小学校（10校舎） 1,660 万円
中学校（１校舎、４体育館） 653万円

新郷ノ浦港線街路改良の市負担金

障害者自立支援事業 4,808 万円
生活保護扶助費 4,662 万円
子育て応援特別手当事業凍結 △ 3,240 万円
21世紀漁業担い手確保促進事業 1,000 万円
新世紀水産業育成事業 1,428 万円

郷ノ浦町環境管理センター設備修繕 517万円
勝本町クリーン&リサイクルセンター　〃　 440万円
森林病害虫防除事業 429万円
古代史ぎっしり・壱岐魅力発信事業 290万円
勝本総合運動公園設備改修工事 200万円

ミ
ル
ち
ゃ
ん

★10月補正予算
一般会計　46億5,099万円増  
地域情報通信基盤整備推進事業 46億 2,800 万円 
　◎ケーブルテレビ施設整備費  
　市の自主放送による地域コミュニティサービスの提供  
農林漁業体験民宿施設整備事業補助金 2,656 万円 
◎国登録の農林漁業体験民宿業トイレ等の施設整備費  
観光アドバイザー招へい事業 275万円

★11月補正予算
一般会計　115万円増
特別会計　440万円減
　総額　　325万円減
公務員給与（減額）改定に伴うもの 
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予
算
特
別
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長　

久
間　
　

進

委
員
長　

町
田　

光
浩

 

議
案
審
査
状
況 

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）
４
億
４

千
66
万
１
千
円
が
提
示
さ
れ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

補
正
額
の
内
、
県
と
の
執

務
室
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
化
の
た

め
の
１
千
518
万
円
に
つ
い

て
、
住
民
は
現
在
の
市
の
組

織
・
機
構
に
や
っ
と
慣
れ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

繋
が
る
こ
と
等
を
考

え
る
と
、
も
う
し
ば

ら
く
充
分
な
検
討
を

す
べ
き
と
の
意
見
が

多
か
っ
た
。

　

ま
た
、
原
の
辻
関

連
で
エ
コ
カ
ー
購
入

額
１
千
219
万
４
千
円

に
つ
い
て
、
財
政
も

厳
し
い
中
で
高
額
な

車
が
必
要
な
の
か
、

観
光
客
用
の
移
動
手

段
と
い
う
事
だ
が
、

観
光
客
は
ほ
と
ん
ど

バ
ス
で
移
動
さ
れ
る
し
、
電

気
自
動
車
の
維
持
費
が
か
か

り
長
期
的
に
も
賛
成
で
き
な

い
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会
の
質
疑

を
踏
ま
え
、
市
長
は
「
議
案

の
一
部
訂
正
」を
申
し
出
た
。

　

ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
化
と
エ
コ

カ
ー
購
入
の
補
正
額
を
削
除

し
た
、
訂
正
後
の
補
正
予
算

額
４
億
１
千
328
万
７
千
円
に

つ
い
て
、
原
案
可
決
し
た
。

 

議
案
審
査
状
況 

　

12
月
定
例
会
で
は
、
議
案

３
件
と
陳
情
１
件
の
付
託
を

受
け
、
審
査
を
行
っ
た
。
採

決
の
結
果
、
全
議
案
に
つ
い

て
原
案
可
決
・
採
択
す
べ
き

も
の
と
し
た
。
主
な
内
容
は

次
の
通
り
。

嘱
託
職
員
退
職
時
割
増
報
酬

支
給
条
例
の
制
定

　

嘱
託
職
員
の
退
職
時
割
増

報
酬
の
経
過
的
支
給
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も

の
。原

の
辻
一
支
国
王
都
復
元

公
園
条
例
の
制
定

　

史
跡
及
び
ガ
イ
ダ
ン
ス
施

設
を
設
置
す
る
た
め
、
条
例

を
定
め
る
も
の
。

武
生
水
Ａ
辺
地
（
変
更
）、

武
生
水
Ｂ
辺
地
（
変
更
）、

渡
良
Ａ
辺
地
、渡
良
Ｂ
辺
地
、

長
島
辺
地
、
沼
津
Ａ
辺
地
、

初
山
Ａ
辺
地
及
び

八
幡
浦
辺
地
に
係
る

総
合
整
備
計
画
の
策
定

　

消
防
団
施
設
の
建
設
・
小

型
ポ
ン
プ
の
購
入
及
び
市
道

改
良
に
辺
地
対
策
事
業
債
を

活
用
す
る
た
め
策
定
す
る
も

の
。義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
に
関
す
る
陳
情

　

全
国
等
し
く
教
育
水
準
を

確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

は
堅
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
採
択
す
べ
き
も
の
と
し

て
意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣

等
に
提
出
し
た
。

委
員
会
の
意
見

　

嘱
託
職
員
報
酬
に
つ
い
て

は
、
法
と
の
整
合
性
・
報
酬

の
格
差
是
正･

契
約
期
間
等

に
つ
い
て
の
質
疑
や
外
部
委

託
へ
転
換
等
の
提
言
が
あ
っ

た
。
嘱
託
職
員
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
法
的
な
問
題
も

含
ん
で
お
り
数
年
前
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
条

例
制
定
は
第
一
歩
に
す
ぎ

ず
、
今
後
も
残
る
問
題
点
に

つ
い
て
早
急
な
改
善
を
す
べ

き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
王
都
復
元
公
園
に

つ
い
て
は
、
名
称
に
関
す
る

質
疑
や
意
見
が
多
数
出
さ
れ

た
。
こ
れ
か
ら
力
を
入
れ
て

売
り
出
し
て
い
く
施
設
等
の

名
称
（
通
称
）
は
、
万
人
に

な
じ
み
や
す
く
簡
潔
な
も
の

に
す
べ
き
で
あ
り
、
開
館

（
園
）
を
控
え
た
現
時
点
で

一
貫
性
を
も
っ
た
通
称
が
決

ま
っ
て
い
な
い
こ
と
は
広
報

戦
略
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
と
考
え
る
。
早
急
に
検
討

す
べ
き
。

★12月議会 各委員会の議案審査状況を報告します。

12月議会 予算委員会

原の辻一支国王都復元公園
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議
案
審
査
状
況 

　

今
議
会
で
厚
生
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
議
案
３
件
に
つ

い
て
原
案
の
と
お
り
決
し
、

請
願
に
つ
い
て
は
継
続
審
査

と
し
た
。

犬
取
締
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

今
ま
で
飼
い
主
が
無
料
で

保
健
所
に
持
ち
込
み
、
処
分

し
て
い
た
が
、
県
条
例
改
正

に
よ
り
、
生
後
90
日
以
上
の

犬
猫
は
１
頭
に
つ
き
２
千
円

の
有
料
に
す
る
。
年
間
100
頭

以
上
が
処
分
さ
れ
て
い
る
現

状
か
ら
、
有
料
に
す
る
と
野

犬
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と

の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
市
民

の
方
々
に
も
是
非
、
飼
い
犬

に
つ
い
て
は
責
任
を
持
っ
て

ほ
し
い
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　

退
職
し
た
人
が
知
ら
な
い

う
ち
に
長
男
の
社
会
保
険
と

国
民
健
康
保
険
の
二
重
加
入

し
て
い
た
分
100
万
円
の
返
還

金
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業

特
別
会
計
に
つ
い
て

　

施
設
清
掃
業
務
の
執
行
残

を
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
の
た
め
、
面
会
者
及
び
職

員
の
マ
ス
ク
・
手
袋
・
消
毒

液
・
エ
プ
ロ
ン
等
の
購
入
に

90
万
円
を
充
て
た
。

「
壱
岐
市
民
病
院
改
革
に

関
す
る
請
願
」

　

公
設
公
営
に
よ
る
市
民
病

院
改
革
を
求
め
る
内
容
の
請

願
に
つ
い
て
は
、
理
事
者
側

か
ら
未
だ
具
体
的
な
提
案
が

な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
か
ら

継
続
審
査
と
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

鵜
瀬　

和
博

委
員
長　

町
田　

正
一

 

議
案
審
査
状
況 

　

12
月
定
例
会
で
は
、
議
案

６
件
、
請
願
１
件
の
付
託
を

受
け
、
採
決
の
結
果
、
継
続

審
査
と
な
っ
た
請
願
１
件
を

除
き
全
議
案
可
決
。
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
。

公
有
水
面
埋
立
（
大
島
漁
港

区
域
内
）
に
つ
い
て

　

郷
ノ
浦
町
長
島
漁
港
内
に

船
揚
場
設
置
に
伴
う
漁
港
施

設
用
地
と
し
て
公
有
水
面
を

埋
立
て
る
も
の
。

諸
津
漁
港
竹
ノ
浦
防
波
堤

（
改
良
）工
事
請
負
契
約
の

変
更
に
つ
い
て

　

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
据
付
が
７

〜
９
月
に
渡
り
現
場
海
域
が

想
定
以
上
の
荒
天
の
た
め
約

２
ヵ
月
程
作
業
が
出
来
ず
、

そ
の
影
響
に
よ
り
ヤ
ー
ド
使

用
料
２
ヵ
月
分
追
加
す
る
も

の
。平

成
21
年
度
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　

下
水
道
施
設
整
備
事
業
と

し
て
郷
ノ
浦
町
八
畑
地
区
・

元
居
地
区
の
汚
水
管
布
設
を

行
う
も
の
。
漁
業
集
落
排
水

整
備
事
業
と
し
て
芦
辺
町
大

石
地
区
の
排
水
管
路
布
設
に

伴
う
も
の
。

定
置
漁
業
の
生
産
力
維
持
、

雇
用
対
策
、
地
域
活
性
化

に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て

　

箱
崎
漁
業
経
営
団
の
解
散

が
決
定
し
、
地
域
活
性
化
、

雇
用
・
生
産
量
の
維
持
確
保

の
た
め
、
箱
崎
漁
協
が
一
切

の
施
設
を
引
き
受
け
て
事
業

を
継
続
す
る
計
画
。
水
産
業

の
危
機
的
状
況
に
対
し
、
応

分
の
助
成
を
お
願
い
す
る
も

の
。

　

審
査
に
あ
た
り
、
紹
介
議

員
２
名
と
請
願
者
で
あ
る
箱

崎
漁
協
組
合
長
を
参
考
人
と

し
て
請
願
の
趣
旨
等
説
明
を

受
け
、質
疑
応
答
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
委
員
会
に
て
協
議

し
た
結
果
、
さ
ら
に
慎
重
な

審
議
を
必
要
と
す
る
た
め
継

続
審
査
と
し
、
閉
会
中
に
審

査
す
る
こ
と
と
し
た
。

諸津漁港竹ノ浦防波堤の消波ブロック

ちょっと
ブレイク
新春マラソン応援タイム

やったー！ 完走しました

ブ
新
応

頑張って！

24号

ファイト！

ず
ー
っ
と
一
緒
に

い
た
い
ワ
ン
！
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豊
坂　

敏
文 

議
員

Q 
職
員
等
、
給
与
の

格
差
是
正

　

平
成
16
年
３
月
１
日
合
併

時
に
お
け
る
、
旧
４
町
並
び

に
町
村
組
合
の
給
与
体
系
の

不
均
衡
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

合
併
時
に
調
整
さ
れ
な
い
ま

ま
だ
っ
た
が
、
い
つ
是
正
さ

れ
た
の
か
。

①
正
規
職
員
の
状
況

②
嘱
託
職
員
の
状
況

③
付
属
機
関
（
環
境
管
理
組

合
、
農
業
機
械
銀
行
、
学
校

養
務
給
食
会
）
の
状
況

A 
市
長

ま
ま
な
ら
ぬ
格
差
是
正

①
正
規
職
員
は
17
年
４
月
１

日
に
開
始
し
、
18
年
４
月
１

日
に
完
了
。

②
嘱
託
職
員
に
つ
い
て
は
、

旧
町
等
で
任
用
し
た
ま
ま
の

身
分
、
処
遇
を
尊
重
し
て
い

た
。

③
環
境
管
理

組
合
に
つ
い

て
は
、
17
年

４
月
か
ら
調

整
さ
れ
た
環

境
管
理
組
合

規
則
に
よ
り

実
施
し
、
機

械
銀
行
に
つ

い
て
は
、
嘱

託
の
取
り
扱

い
に
従
っ
て

い
る
。

A 
教
育
長

　

壱
岐
市
学
校
用
務
給
食
会

で
は
、
給
与
の
見
直
し
は
し

て
い
な
い
。

Q 
公
共
用
地
（
市
有
地
）

の
未
登
記
策

　

学
校
用
地
、
市
道
等
の
未

登
記
物
件
が
見
ら
れ
る
。

　

特
に
、
合
併
前
に
取
得
さ

れ
た
土
地
が
、
所
有
権
移
転

登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
物
件

が
山
積
し
て
、
国
土
調
査
の

折
に
も
問
題
化
し
て
い
る
。

早
急
に
処
理
す
べ
き
。

A 
市
長

困
難
な
公
共
用
地
登
記

　

公
共
用
地
の
登
記
未
了
に

つ
い
て
は
、
頭
を
痛
め
て
い

ま
す
。

　

昭
和
40
年
以
前
は
、
ほ
と

ん
ど
の
道
路
が
寄
付
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
世
代
も

変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
、
事
務

量
が
膨
大
で
、
未
登
記
解
消

担
当
を
一
名
当
て
て
い
ま
す

が
困
難
を
し
て
い
ま
す
。

榊
原　
　

伸 

議
員

Q 

困
り
ま
す

執
務
共
同
化

　

今
年
度
中
に
、
市
の
建
設

課
と
県
の
建
設
課
が
旧
支
庁

舎
の
四
階
で
一
緒
に
仕
事
を

す
る
と
い
う
事
で
す
が
、
効

率
を
考
え
て
今
の
４
支
所
体

制
に
し
て
い
る
の
に
こ
の
様

な
事
が
進
め
ば
支
所
が
増
え

て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

な
る
事
が
歴
然
で
あ
る
。

A 
市
長 

共
同
化
に
ご
理
解
を

　

執
務
共
同
化
の
ね
ら
い
は
、

県
と
市
が
地
域
の
課
題
に
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
体
制

を
作
る
こ
と
が
目
的
で
、
市
・

県
の
職
員
が
協
働
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
専
門
的
な
知
識

の
共
有
、
技
術
の
向
上
に
期

待
す
る
も
の
で
あ
る
。

Q 

合
併
浄
化
槽
を
手
軽
に

　

市
で
は
、
家
屋
面
積
が
130

㎡
を
基
準
に
以

下
が
５
人
槽
、

以
上
が
７
人
槽

と
な
っ
て
い
る
。

壱
岐
で
は
同
敷

地
内
に
２
軒
・

３
軒
あ
っ
て
も
、

２
〜
３
人
し
か

住
ん
で
い
な
い

の
が
現
状
で
あ

る
。
130
㎡
以
上

で
も
５
人
槽
に

出
来
る
よ
う
に

県
に
働
き
掛
け

て
頂
き
た
い
。

A 
市
長 

県
に
行
か
せ
ま
す
。

　

合
併
浄
化
槽
に
つ
い
て

は
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金

で
実
施
し
て
い
る
事
業
で
あ

る
。

　

壱
岐
の
事
情
を
よ
く
説
明

さ
せ
る
よ
う
、
県
に
相
談
に

行
か
せ
ま
す
。

Q 

入
札
は
慎
重
に

　

今
年
の
四
月
の
総
合
評
価

一
般
競
争
入
札
で
、
一
社
で

も
入
札
を
認
め
る
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
競
争
原
理

を
働
か
せ
る
な
ら
ば
、
も
っ

と
慎
重
に
扱
う
べ
き
。

A 
市
長 

避
け
た
い
一
社
入
札

　

過
去
に
「
一
社
で
も
入
札

を
す
る
。」
と
記
述
し
た
点

に
つ
い
て
は
適
当
で
な
か
っ

た
。

　

競
争
入
札
で
す
か
ら
、
一

社
の
場
合
は
極
力
避
け
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
入
札
公
告
は
十
分

検
討
す
る
。

一 般 質 問一 般 質 問傍聴者数　12月10日　約22人傍聴者数　12月10日　約22人
　　　　　12月11日　約50人　　　　　12月11日　約50人

仕事始式で訓辞を受ける市職員

長崎県壱岐振興局
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久
保
田
恒
憲 

議
員

Q 

病
院
改
革
と
原
の
辻

　

市
が
直
面
す
る
２
つ
の
大

き
な
課
題
を
市
民
は
ど
の
様

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

私
は
個
人
的
に
５
事
業
所

に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
協
力
を
願

い
、
114
件
の
回
答
を
集
計
し

た
。

①
市
民
病
院
の
独
立
行
政
法

人
化
は
、
賛
成
22
％
、
よ
く

分
か
ら
な
い
70
％

②
か
た
ば
る
病
院
を
老
健
施

設
に
賛
成
・
よ
く
分
か
ら
な

い
が
共
に
48
％　
　

③
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ

の
参
加
は
、
不
参
加
99
％

そ
の
理
由
は
、
知
ら
な
か
っ

た
80
％

④
原
の
辻
オ
ー
プ
ン
へ
向
け

て
の
活
動
と
参
加
、
知
ら
な

い
67
％
、
知
っ
て
い
た
が
不

参
加
32
％

⑤
市
の
活
性
化
を
目
指
す
市

民
団
体
の
存
在
を
知
ら
な
い

90
％
、
知
っ
て
い
る
８
％

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

市
長
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
ま

す
か
。

　

そ
し
て
今
後
ど
の
様
な
対

策
を
お
考
え
で
す
か
。

A 

市
長

情
報
発
信
に
努
め
る

　

病
院
改
革
に
対
す
る
市
民

の
認
識
度
・
関
心
度
が
低
い

と
い
う
残
念
な
結
果
で
あ
る
。

今
後
も
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
報
等
に
よ
り
で
き
る
だ
け

詳
細
に
情
報
を
提
供
し
て
い

く
。
病
院
事
業
は
、
医
師
を

は
じ
め
看
護

師
等
の
医
療

従
事
者
の
確

保
と
安
定
し

た
病
院
経
営

が
求
め
ら
れ
、

そ
の
実
現
の

た
め
医
療
関

係
者
の
専
門

的
な
指
導
・

助
言
を
受
け

な
が
ら
、
市

民
の
意
見
を

取
り
入
れ
、
早
い
時
期
に
結

論
を
出
し
、
市
民
の
安
全
安

心
の
医
療
を
提
供
で
き
る
よ

う
努
力
す
る
。
ま
た
、
一
支

国
博
物
館
開
館
に
向
け
、
指

定
管
理
者
の
乃
村
工
藝
社
と

協
力
し
な
が
ら
市
報
掲
載
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
等
を

実
施
し
て
お
り
、
島
内
外
に

開
館
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
て
い
く
。

今
後
も
一
支
国
博
物
館
を
核

と
し
て
、
壱
岐
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
。

鵜
瀬　

和
博 

議
員

Q 

行
財
政
改
革
を
急
げ

　

平
成
21
年
３
月
一
般
質
問

後
の
進
捗
状
況
は
。

①
改
革
プ
ラ
ン
見
直
し
。

②
政
策
評
価
制
度
と
市
財
政

改
革
推
進
委
員
会
の
活
用

は
。

③
人
事
能
力
評
価
制
度
策
定

を
。

④
公
共
施
設
等
の
管
理
運
営

見
直
し
計
画
の
策
定
と
広
告

料
導
入
制
度
の
確
立
を
。

⑤
市
民
協
働
は
不
可
欠
。
協

力
的
な
個
人
団
体
等
表
彰
を
。

A 

市
長

可
及
的
速
や
か
に

①
策
定
が
遅
れ
て
い
る
が
、

現
在
、
調
整
作
業
実
施
中
。

②
政
策
企
画
課
と
財
政
課
が

連
携
し
、
評
価
結
果
を
予
算

や
事
業
計
画
に
反
映
す
べ
く
、

円
滑
に
進
め
る
。
推
進
委
員

会
を
活
用
し
て
お
ら
ず
、
今

後
研
究
す
る
。

③
人
事
考
課
、
給
与
制
度
の

構
築
及
び
そ
の
運
用
に
関
し
、

調
査
研
究
中
。

④
今
後
廃
止
を
含
め
見
直
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
広
告
を
平
成

22
年
２
月
か
ら
実
施
。

⑤
積
極
的
に
表
彰
の
機
会
を

検
討
す
る
。

Q 

官
民
ス
ク
ラ
ム
を

組
ん
で

①
博
物
館
開
館
後
の
原
の
辻

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
の
体
制
と

そ
の
後
の
窓
口
は
。

②
今
後
の
観
光
行
政
の
展
望

は
。
観
光
協
会
と
受

入
協
議
会
へ
の
支
援

の
位
置
付
け
は
。

③
地
域
間
競
争
が
激

化
す
る
中
、
交
流
人

口
拡
大
の
た
め
官
民

一
体
と
な
っ
て
戦
略

的
に
積
極
的
な
広
報

宣
伝
、
営
業
活
動
を

行
う
べ
き
。
組
織
機

構
は
。

④
課
題
で
あ
る
離
島

航
路
改
善
の
た
め
更

な
る
取
組
み
を
。

A 

市
長

博
物
館
開
館
を
契
機
に

①
③
観
光
商
工
課
が
総
合
的

な
窓
口
と
し
て
広
報
誘
致
活

動
を
さ
ら
に
強
化
し
、
よ
り

実
践
力
の
高
い
組
織
に
す
る
。

②
文
化
系
・
自
然
系
観
光
の

２
本
立
て
を
目
指
し
、
総
合

的
に
情
報
発
信
す
る
。
今
後

は
市
と
観
光
協
会
、
受
入
協

議
会
が
一
体
と
な
り
積
極
的

に
取
り
組
む
。

④
今
後
も
離
島
の
現
状
を
強

く
訴
え
て
い
く
。

一 般 質 問

弥生まつり（昨年10月）

旅行エージェントツアー（旅行業者下見）で一支国博物館等を視察
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町
田　

正
一 

議
員

Q 
離
島
振
興
法
の

活
用
策

　

昭
和
28
年
度
に
制
定
さ
れ

た
離
島
振
興
法
は
、
壱
岐
島

内
に
お
い
て
道
路
・
港
湾
・

農
漁
業
の
基
盤
整
備
で
総
額

２
千
900
億
円
が
投
じ
ら
れ
、

平
成
25
年
３
月
ま
で
の
有
効

期
間
で
あ
る
。

①
第
10
条
で
無
医
地
区
で
は

県
に
診
療
所
の
設
置
等
の
義

務
を
課
し
て
い
る
が
、
三
島

地
区
は
無
医
地
区
に
該
当
し

な
い
の
か
。

②
第
８
条
で
は
高
齢
者
居
住

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
適

切
な
配
慮
を
す
る
と
な
っ
て

い
る
が
、
壱
岐
市
で
は
十
分

な
状
況
に
な
い
。

③
交
通
の
確
保（
陸
上・海
上・

航
空
）
に
つ
い
て
県
の
施
策

は
。

④
第
９
条
、
第
20
条
に
あ
る

事
業
所
へ
の
固
定
資
産
税
等

の
減
免
措
置
に
つ
い
て
の
対

応
は
。

A 
市
長

積
極
的
に
県
に
要
望 

①
無
医
地
区
で
あ
る
。

　

早
速
、
地
元
県
議
会
議
員

を
通
し
て
県
議
会
に
要
望
し

て
も
ら
う
。

②
対
馬
・
五
島
に
比
べ
て
施

設
が
少
な
い
の
は
事
実
。
旧

町
時
代
に
一
町
一
施
設
を
確

保
す
べ
き
だ
っ
た
。

③
県
・
国
の
補
助
金
で
対
応
。

④
減
免
対
象
事
業
所
に
通
知

し
て
い
る
。

Q 
水
産
業
の
振
興
策

①
認
定
漁
業
者
の
資
格
要
件

の
具
体
化
。

②
漁
船
の
近
代
化
資
金
に
、

エ
コ
エ
ン
ジ
ン
等
に
ま
で
補

助
メ
ニ
ュ
ー
を
拡
大
で
き
な

い
か
。

A 
市
長

漁
協
と
協
議

①
島
内
の
漁
協
と
協
議
し
、

検
討
す
る
。

②
全
国
で
は
じ
め
て
の
事
な

の
で
、
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
検

討
す
る
。

瀬
戸
口
和
幸 

議
員

Q 
耕
作
放
棄
地
解
消
を

　

放
棄
地
の
解
消
を
推
進
す

る
た
め
、
次
の
よ
う
な
対
策

や
事
業
を
起
こ
し
制
度
化

を
。

①
利
用
権
の
設
定
な
く
て
も

個
人
で
解
消
の
た
め
の
支
援

が
得
ら
れ
る
対
策
を
。

②
機
械
類
の
進
入
進
出
が
困

難
で
利
便
性
の
悪
い
農
地
が

放
棄
さ
れ
て
い
る
の
で
、
小

規
模
耕
作
道
整
備
事
業
の
認

定
条
件
の
緩
和
を
。

③
市
が
事
業
主
体
と
な
っ
て

換
金
性
の
高
い
品
目
の
作
付

け
を
奨
励
し
て
は
ど
う
か
。

A 
市
長

国
・
県
へ
働
き
か
け
を

①
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
に
規

制
が
多
く
取
り
組
み
に
く

い
。

　

し
か
し
、
今
後
も
国
・
県

へ
働
き
か
け
を
続
け
て
い

く
。

②
受
益
面
積
の
要
件
や
延
長

等
に
つ
い
て
は
柔
軟
に
対
処

し
た
い
。

③
換
金
性
の
あ
る
作
物
が
見

当
た
ら
な
い
。

Q 
防
災
及
び
国
民
保
護

へ
の
対
処
体
制
は
？

　

災
害
等
が
発
生
し
た
場

合
、
救
難
・
救
助
ま
た
は
避

難
等
の
対
処
、
復
旧
の
た
め

の
態
勢
を
整
え
る
前
の
段

階
、
即
ち
情
報
収
集
か
ら
実

動
対
処
要
領
の
決
定
ま
で
の

手
順
、
任
務
分
担
を
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
し
、
実
動
対
処
を
早

期
に
実
施
す
る
た
め
種
々
の

状
況
を
想
定
し
た
演
練
（
本

番
さ
な
が
ら
の
演
習
・
訓
練
）

が
必
要
と
思
う
が
。

A 
市
長

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
。

　

職
員
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

作
成
し
て
い
る
。

　

７
月
の
豪
雨
災
害
を
受
け

て
見
直
し
を
実
施
し
て
い

る
。

一 般 質 問

箱崎漁協横の繋船場

壱岐市防災訓練 （11/8 老人ホーム前）
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市
山　
　

繁 

議
員

Q 

ど
う
取
り
組
む

病
院
改
革

①
病
院
理
事
長
の
選
任
を
大

学
に
依
存
さ
れ
て
い
る
が
感

触
と
見
通
し
は
。

　

長
委
員
長
は
理
事
長
と
医

師
の
担
保
は
さ
れ
て
な
か
っ

た
の
か
。
ま
た
、
答
申
後
の

ア
ド
バ
イ
ス
は
あ
っ
て
い
る

の
か
。

②
独
立
行
政
法
人
化
に
よ
り

病
院
職
員
は
非
公
務
員
と
な

り
給
与
体
系
も
変
わ
る
が
、

行
政
職
員
と
協
議
は
す
る
の

か
。

③
病
院
改
革
に
つ
い
て
は
、

病
院
職
員
等
に
は
事
前
に
説

明
と
理
解
が
必
要
、
医
師
会

と
の
意
見
交
換
を
さ
れ
た
い
。

④
理
事
長
の
招
聘
遅
れ
の
空

白
期
間
は
、
病

院
管
理
監
に
指

揮
指
導
の
権
限

を
与
え
て
は
。

　

独
立
法
人
化

も
準
備
期
間
と

多
額
の
費
用
を

要
す
る
。
地
方

公
営
企
業
法
全

部
適
用
化
か
ら

進
め
て
は
。

⑤
か
た
ば
る
病

院
と
市
民
病
院

の
２
つ
病
院
経

営
は
、
無
理
。

医
療
療
養
病
床

48
床
を
市
民
病

院
敷
地
内
に
移

転
新
築
し
て
機

能
統
合
し
、
一
部
門
化
に
よ

る
共
通
経
費
の
削
減
が
で
き

る
が
。

A 

市
長

赤
字
体
質
の
是
正
を

①
現
段
階
で
は
具
体
的
に
言

及
で
き
な
い
。
独
立
行
政
法

人
化
に
つ
い
て
は
、
現
在
も

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
る
。

②
一
般
職
も
含
め
適
正
な
給

与
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

③
理
事
長
候
補
の
目
途
が
付

い
た
段
階
で
説
明
し
た
い
。

④
独
立
行
政
法
人
化
の
前
提

条
件
で
あ
る
理
事
長
が
決
ま

る
ま
で
現
在
の
一
部
適
用
で

経
営
改
革
を
進
め
る
。

⑤
今
後
研
究
を
さ
せ
て
頂
き

た
い
。

音
嶋　

正
吾 

議
員

Q 

政
権
与
党
と
の

関
係
は

①
政
権
与
党
と
の
関
係
強
化

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
市
長

の
意
見
は
。

②
民
主
党
の
政
策
は
地
域
主

権
を
重
視
す
る
政
策
が
顕
著

で
あ
る
が
、
本
市
と
し
て
い

か
な
る
重
点
政
策
を
掲
げ
、

地
域
再
生
に
取
り
組
む
か
。

③
市
長
と
市
議
会
が
両
輪
の

関
係
で
国
政
に
対
し
て
、
航

路
運
賃
の
値
下
げ
実
現
に
向

け
て
取
り
組
む
べ
き
。

　

市
長
の
具
体
的
取
り
組
み

に
向
け
て
の
施
策
と
決
意

は
。A 

市
長

政
権
与
党
を
支
持

①
私
は
常
々
政
権
与
党
を
支

持
す
る
と
申
し
上
げ
て
い
る
。

②
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・

漁
業
の
振
興
と
地
場
産
業
の

活
性
化
、
そ
し
て
一
支
国
博

物
館
等
の
施
設
を
活
用
し
、

観
光
振
興
、
交
流
人
口
拡
大

を
図
る
。

③
市
長
・
市
議
会
、
両
輪
の

関
係
で
取
り
組
む
。

Q 

地
元
企
業
の
育
成
を

　

本
市
に
本
社
を
置
く
企

業
、
商
店
の
育
成
を
強
化
す

べ
き
。
地
元
で
出
来
る
事
は

地
元
企
業
を
優
先
す
べ
き
。

A 

市
長

検
討
す
る
。

　

ご
指
摘
の
点
に
つ
い
て
は

よ
く
理
解
す
る
。

　

事
業
内
容
に
よ
り
、工
期
・

技
術
的
に
困
難
と
判
断
す
べ

き
面
も
あ
る
。

　

可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は

検
討
す
る
。

一 般 質 問

市民病院待合室

地元業者の育成を
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中
村
出
征
雄 

議
員

Q 

学
校
統
廃
合
は

①
壱
岐
市
中
学
校
規
模
適
正

化
（
統
廃
合
）
に
つ
い
て
、
芦

辺
町
中
学
校
統
廃
合
協
議
会

か
ら
決
議
文
が
出
さ
れ
、
新

校
舎
建
設
に
つ
い
て
市
長
は

「
市
の
長
期
計
画
に
も
含
ま
れ

て
お
ら
ず
国
の
補
助
も
な
い
、

耐
用
年
数
等
も
あ
り
、
建
設

時
期
は
い
つ
と
は
言
え
な
い
。」

と
の
答
弁
で
あ
り
、
私
も
全

く
同
感
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
質
問
要

望
に
対
す
る
回
答
前
後
の
発

言
等
を
見
る
限
り
で
は
、
市

の
長
期
計
画
と
財
源
の
目
途

が
付
け
ば
「
建
設
あ
り
き
」

と
も
と
れ
る
が
ど
う
か
。

②
新
し
く
発
足
す
る
新
４
校

の
耐
用
年
数
及
び
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
利
用
は
全
体
児
童
の

何
％
か
。

③
公
共
施
設
（
小
中
学
校
等
）

の
耐
震
診
断
の
状
況
に
つ
い

て
、
小
中
学
校
の
耐
震
診
断

は
何
時
終
了
す
る
の
か
改
修

費
と
そ
の

財
源
に
つ

い
て
は
ど

う
か
。
ま

た
、
学
校

以
外
の
耐

震
化
は
進

め
て
い
る

の
か
。

A 
市
長

23
年
４
月
ス
タ
ー
ト

①
芦
辺
町
統
廃
合
に
関
す
る

協
議
会
に
感
謝
す
る
。
建
設

時
期
は
、
場
所
・
耐
震
・
耐

用
年
数
等
考
慮
す
る
。

④
学
校
以
外
の
耐
震
は
、
利

用
者
の
多
い
国
民
宿
舎
等
を

診
断
す
る
。

A 

教
育
長

22
年
度
に
完
了

②
耐
用
年
数
は
、
勝
本
中
学

校
を
除
い
て
12
〜
13
年
で

す
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
者
は

924
名
中
288
名
の
31.2
％
見
込
ん

で
い
る
。

③
22
年
度
で
校
舎
の
耐
震
診

断
は
終
わ
る
。
小
中
学
校
の

体
育
館
11
棟
、
園
舎
５
棟
が

残
っ
て
い
る
。
財
源
は
県
市

町
村
振
興
基
金
で
対
応
す

る
。

小
金
丸
益
明 

議
員

Q 

全
面
芝
生
化
を

　

ダ
イ
エ
ー
西
側
の
空
き
地

は
、
芝
の
発
育
、
管
理
面
を

検
証
す
べ
く
試
験
的
に
植
栽

さ
れ
た
苗
床
が
、
順
調
に
活

着
し
て
い
る
。

　

海
の
玄
関
口
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
交
流
ゾ
ー
ン
と
し
て

の
用
地
整
備
の
面
か
ら
も
、

荒
廃
遊
休
地
か
ら
脱
却
し
、

全
面
芝
生
化
に
し
、
多
目
的

広
場
と
し
て
活
用
す
べ
き
と

考
え
る
。

A 

市
長

単
独
で
は
困
難

　

海
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し

い
場
所
で
対
応
に
苦
慮
し
て

い
る
。
市
民
か
ら
も
要
望
が

あ
る
。

　

膨
大
な
土
地
で
す
ば
ら
し

い
と
思
う
が
、
試
算
し
た
と

こ
ろ
敷
地
造
成
・
設
備
工
事

等
４
千
万
円
必
要
で
、
単
独

で
は
難
し
い
。

　

雑
草
等
の

景
観
に
つ
い
て

は
努
力
す
る
。

Q 

目
的
外
使
用
の

改
善
を

　

芦
辺
漁
港
大
石
岸
壁
の
漁

業
関
連
施
設
用
地
と
し
て
整

備
さ
れ
た
物
揚
場
が
、
長
年

に
わ
た
り
漁
礁
、消
波
ブ
ロ
ッ

ク
等
の
製
作
ヤ
ー
ド
と
な
り
、

粉
塵
、
振
動
、
騒
音
等
に
近

隣
住
民
は
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

　

製
作
現
場
と
し
て
の
利
便

性
は
理
解
す
る
が
住
環
境
へ

の
影
響
は
多
大
で
あ
る
。

　

抜
本
的
な
改
善
策
を
。

A 

市
長

迷
惑
を
か
け
て
い
る

　

大
石
地
区
の
住
環
境
を
脅

か
す
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

目
的
外
使
用
に
つ
い
て
も

迷
惑
を
か
け
て
い
る
。

　

住
民
の
方
と
説
明
会
を
開

催
し
、
業
者
に
対
し
周
辺
の

清
掃
等
の
実
施
で
理
解
を
得

た
が
、
騒
音
解
消
は
難
し
い
。

官
民
一
体
と
な
っ
た
対
策
を

講
じ
て
、
住
民
の
理
解
に
努

め
る
。

　

平
成
24
年
度
以
降
に
つ
い

て
は
県
と
協
議
す
る
。

芦辺町中学校統廃合の壱岐市第４中学校（現・田河中学校）

芦辺漁港大石岸壁

一 般 質 問
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◆平成20年度までの市の未収金は、給食費等を含め
『未収総額 約７億4,095万円』 です。
      （単位：千円・％）

区　　分 平成 20年度末 平成 19年度末 比　較
人　数 金　　額 人　数 金　　額 増減率

市　
　
　

税

市 民 税 904 59,200 914 54,911 107.81 
法 人 市 民 税 35 6,201 35 5,503 112.68 
固 定 資 産 税 858 220,245 847 205,640 107.10 
軽 自 動 車 税 489 6,475 441 5,562 116.41 
都 市 計 画 税 63 7,833 64 7,997 97.95 

計 2,349 299,954 2,301 279,613 107.27 
国 民 健 康 保 険 税 1,077 330,753 1,079 319,286 103.59 
上 水 道 使 用 料 547 44,011 496 42,936 102.50 
簡 易 水 道 使 用 料 402 34,666 371 33,568 103.27 
下 水 道 使 用 料 18 1,748 8 1,567 111.55 
公 営 住 宅 使 用 料 86 17,343 83 18,232 95.12 
保 育 料 36 3,366 43 4,158 80.95 
給 食 費 85 8,070 77 7,075 114.06 
農 業 機 械 使 用 料 1 208 1 208 100.00 
農地災害復旧事業費 3 224 2 131 170.99 
林地自然災害防止事業費 1 607 1 622 97.59 

合　　計 4,605 740,950 4,462 707,396 104.74 

平成 20年度

差押え件数
120件

平成20年度差押え状況
給 与 46
不 動 産 14
預 金 33
国 税 還 付 金 21
生 命 保 険 3
軽 自 動 車 1
そ の 他 2

◆現状と課題及び今後の対策

◆現場（徴収職員）の声

◆納税は 未来のために かかせない

○税務課では、平成 21 年度市税等収納目標を 97.68％（前年度実績）以上と設定し、新規滞納者を絶対
に出さない方針で、戸別訪問や夜間徴収等行い収納率向上に努めている。市税等の大口滞納者に対し、「長
崎県地方税回収機構」による、家宅捜索や差押さえ等、滞納処分の強化を行い、県税務職員と連携を図り、
未収額の圧縮に努めている。11 月に地元で差押さえた品の「動産公売会」を実施、１月から「インターネッ
ト公売」を開始しています。

○市民福祉課では、保育料の未納者に対し主に
戸別訪問等による夜間徴収を強化し、納付勧奨
の実施に努め、個人の納付誓約や各種手当等か
らの充当誓約による納付を促し、滞納額の圧縮・
解消に努めている。

○水道課では、滞納者に対し、年４回の催告書発送、
電話による催促や訪問徴収を行い、悪質な滞納者には、
給水停止を実施。また、平成 22 年度からは滞納者の
資産調査を行い、裁判所への申し立てにより支払い催
促（強制執行）を検討する。

景気低迷の続く中、市民皆様には、公平・公正な税政の実現にご理解・ご協力を頂きまして、誠にありが
とうございます。さまざまな生活実態のある中、収入に応じて納税不可能な方と、悪質な納税拒否者とに
分かれています。この未収金総額をこれ以上増大させることなく、将来のために貴重な財源を確保するた
めにも、納税の公平を維持しなければなりません。 人と人とが助け合いながら生きていることを念頭に、
一人ひとりができることを実現していきましょう。納税は社会人としての第一歩なのです。

「滞納は絶対許さない !!」

行政に対する不満・不信な
どで、一部ご理解いただけ
ない方もあるが、市の財源
確保のためにも、日々努力
します。

滞納者との距離が近く、
地域的なしがらみもあっ
て、滞納処分の強制執行
には精神的な厳しさが感
じられます。

９割以上の方が、まじめに納付さ
れています。法に則った滞納処分
を行うことがますます重要になっ
てきますので、滞納者に対し、厳
格な態度が必要です。

市民の声(15頁 )で、市税等の未
収金についての意見を沢山いただ
きました。そこで、市の未収金対
策についてピックアップしました。

キクちゃん
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行
政
視
察
報
告

　

委
員
長　

豊
坂　

敏
文

視
察
日

　
平
成
21
年
10
月
19
日
〜
20
日

視
察
先

　

福
岡
県
大
野
城
市
議
会

　

長
崎
県
大
村
市
議
会

　
福
岡
県
大
野
城
市
議
会

　

大
野
城
市
議
会
は
、
平
成

20
年
に
「
議
会
改
革
検
討
会

議
」
が
議
長
の
諮
問
機
関
と

し
て
設
置
さ
れ
、
63
の
検
討

項
目
に
つ
い
て
、
述
べ
44
回

の
協
議
を
経
て
議
長
に
答
申
。

　

議
長
に
よ
る
臨
時
会
招
集

請
求
権
の
活
用
や
、
常
任
委

員
会
の
あ
り
方
を
見
直
し
、

予
算
委
員
会
を
常
任
委
員
会

と
し
て
設
置
す
る
な
ど
の
改

革
を
行
っ
て
い
る
。

　

議
会
中
継
に
つ
い
て
は
、
一

般
質
問
と
代
表
質
問
の
み
を

民
間
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ

り
生
中
継
し
て
い
る
。

長
崎
県
大
村
市
議
会

　

大
村
市
議
会
で
も
、
平
成

19
年
に
「
議
会
活
性
化
特
別

委
員
会
」
を
設
置
し
、
市
民

と
の
集
い
、議
会
基
本
条
例
、

委
員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
て
き
た
。

　

市
民
と
の
集
い
は
、
原
則

と
し
て
３
月
と
９
月
の
定
例

会
終
了
後
に
、
市
内
８
地
区

で
議
会
報
告
会
を
実
施
し
て

い
る
。

　

議
会
の
積
極
的
な
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
、
報
告
会
の

内
容
を
市
政
に
反
映
す
る
な

ど
、成
果
も
上
が
っ
て
い
る
。

　

当
初
は
、
市
や
議
会
に
対

す
る
批
判
が
多
か
っ
た
が
、

会
を
重
ね
参
加
者
も
少
な
く

な
っ
て
い
る
。

　

議
会
基
本
条
例
も
市
民
と

の
集
い
で
説
明
し
、
12
月
議

会
で
提
案
可
決
し
て
い
る
。

※
委
員
会
の
所
見

　

議
会
運
営
・
議
会
改
革
に

つ
い
て
は
、
改
選
か
ら
短
期
間

で
実
績
を
重
ね
て
き
た
努
力

と
強
い
意
気
込
み
を
感
じ
た
。

　

壱
岐
市
議
会
で
も
早
急
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な

い
課
題
で
あ
り
、
大
い
に
参

考
に
な
っ
た
。

　

議
会
中
継
に
つ
い
て
は
大

野
城
市
と
同
様
に
早
急
の
整

備
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

行
政
視
察
報
告

　

委
員
長　

町
田　

光
浩

視
察
日

　
平
成
21
年
11
月
16
日
〜
17
日

視
察
先

　

福
岡
県
嘉
麻
市

　
　

 

カ
マ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン

　

福
岡
県
福
津
市

　
　

学
校
給
食
調
理
場

福
岡
県
嘉
麻
市

カ
マ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

　

地
域
内
で
の
情
報
格
差
解

消
の
た
め
平
成
12
年
よ
り
旧

山
田
市
に
て
実
施
さ
れ
た
。

平
成
14
年
か
ら
は
多
機
能
端

末
を
貸
与
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
接
続
・
地
区
内
の
無

料
Ｉ
Ｐ
電
話
・
約
30
チ
ャ
ン

ネ
ル
（
地
上
波
・
衛
星
波
・

自
主
放
送
番
組
）
の
視
聴
が

可
能
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
遠
隔
健
康
支
援
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
独
居
老
人
の

安
否
確
認
、
Ｔ
Ｖ
電
話
を
利

用
し
た
健
康
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

※
委
員
会
の
所
見

　

独
居
老
人
の
安
否
確
認
等

福
祉
関
連
の
利
活
用
・
故
障

や
災
害
並
び
に
苦
情
へ
の
対

応
は
、
参
考
に
す
べ
き
点
が

多
い
。

　

自
主
放
送
番
組
は
課
内
で

制
作
さ
れ
て
い
る
が
、
県
知

事
表
彰
を
受
け
る
ほ
ど
の
優

れ
た
内
容
で
あ
り
、
担
当
課

の
取
り
組
み
に
感
銘
を
受
け

た
。

　

議
会
中
継
や
文
字
放
送
等
、

行
政
情
報
の
発
信
は
積
極
的

に
行
わ
れ
て
お
り
、
本
市
で

も
早
期
の
実
現
が
望
ま
れ
る
。

福
岡
県
福
津
市

学
校
給
食
共
同
調
理
場

　

運
営
形
態
は
、
旧
福
間
町

は
自
校
方
式
、
旧
津
屋
崎
町

は
セ
ン
タ
ー
方
式
で
実
施
さ

れ
て
い
る
。
平
成
17
年
合
併

後
は
、
食
育
や
災
害
時
の
対

応
と
い
っ
た
考
え
か
ら
、
将

来
的
に
は
全
て
自
校
方
式
へ

移
行
さ
れ
る
方
針
。

　

学
校
給
食
費
の
滞
納
整
理

に
つ
い
て
は
、
法
的
措
置
を

と
ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に

備
え
て
「
未
納
者
一
覧
表
」

「
分
割
納
付
者
一
覧
表
」
を

作
成
し
、
管
理
・
保
存
を
し

て
い
る
。

※
委
員
会
の
所
見

　

将
来
的
な
方
針
は
、
本
市

と
は
全
く
対
照
的
で
あ
る
。

説
明
を
受
け
な
が
ら
感
じ
た

こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
少
し

で
も
良
い
環
境
を
作
り
た
い
と

の
想
い
の
強
さ
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
調
理
場
関
係
者
と

の
意
見
交
換
を
充
分
に
行

い
、
設
計
等
に
反
映
さ
せ
る

べ
き
で
あ
る
。

☆議長の陳情報告、及び各委員会の先進地行政調査を報告します。

陳
情
報
告
議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

市
議
会
議
長　

牧
永　

護

陳
情
内
容

※
嫦
娥
三
島
大
橋
と
原
島
大
橋
架
橋
の

早
期
実
現
に
つ
い
て

※
地
域
医
療
に
お
け
る
医
師
確
保
対
策

に
つ
い
て

市
町
村
議
会
議
長
会
活
動

・
平
成
21
年
10
月
27
日
（
東
京
）

　

県
選
出
国
会
議
員
へ
要
望

・
平
成
21
年
11
月
5
日
（
長
崎
）

　

知
事
へ
要
望

離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
会
活
動

・
平
成
21
年
11
月
11
日
（
東
京
）

　

地
元
選
出
国
会
議
員
へ
要
望

※
離
島
航
路
維
持
の
た
め
の
財
政
支
援

※
離
島
・
へ
き
地
に
お
け
る
緊
急
医
療

の
維
持

市
町
村
議
会
議
長
会
と
市
長
会
共
同

・
平
成
21

年
11
月
20

日（
東
京
）

　

県
選
出

国
会
議
員

へ
要
望

国会議員へ要望書の説明

大村市議会での行政調査

ケーブルテレビ接続等の説明を受ける
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行
政
視
察
報
告

　

委
員
長　

町
田　

正
一

視
察
日

　
平
成
21
年
11
月
４
日
〜
５
日

視
察
先

　

大
村
市
民
病
院

　

国
立
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

　

長
崎
県
広
域
連
合

　
　

    

　

今
回
の
行
政
調
査
先
の
選

定
に
つ
い
て
は
、
第
１
に
病

院
改
革
を
成
し
得
た
自
治
体

病
院
、
第
２
に
国
政
選
挙
の

大
き
な
争
点
と
な
っ
た
後
期

高
齢
者
広
域
連
合
の
今
後
の

見
通
し
を
探
る
事
の
２
点
を

重
視
し
、
大
村
市
民
病
院
及

び
国
立
長
崎
医
療
セ
ン
タ

ー
、
そ
し
て
長
崎
県
広
域
連

合
事
務
局
を
調
査
先
と
し

た
。大村

市
民
病
院

　

大
村
市
民
病
院
は
平
成
20

年
４
月
１
日
、
公
設
民
営
化

に
移
行
し
て
い
る
。
指
定
管

理
者
は
社
団
法
人 

地
域
医

療
振
興
協
会
で
あ
る
。

　

改
革
の
背
景
と
し
て
国
立

医
療
セ
ン
タ
ー
が
同
市
に
開

設
さ
れ
、
市
民
の
医
療
ニ
ー

ズ
が
セ
ン
タ
ー
に
移
行
し
た

事
か
ら
、
市
民
か
ら
の
反
対

は
お
き
な
か
っ
た
。
組
合
と

の
交
渉
で
は
、
市
長
が
断
固

と
し
た
姿
勢
で
交
渉
に
臨

み
、
民
営
化
後
の
職
員
給
与

は
20
％
程
度
減
少
し
て
い
る
。

　

指
定
管
理
者
は
、
自
治
医

大
の
系
列
で
あ
り
、
医
師
の

確
保
は
同
大
か
ら
の
派
遣
が

大
部
分
で
あ
る
。

国
立
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

　

壱
岐
か
ら
の
救
急
搬
送

等
、
壱
岐
市
の
第
三
次
医
療

機
関
と
し
て
重
要
な
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
頂
い
て
い
る
。

　

壱
岐
市
か
ら
の
議
員
視
察

は
初
め
て
と
の
事
で
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
、
米
倉
院
長
に

壱
岐
市
民
病
院
改
革
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
求
め
た
。

　

医
療
環
境
の
違
い
を
前
提

に
さ
れ
た
が
、
自
治
体
病
院

の
経
営
に
は
行
政
や
議
会
は

で
き
る
だ
け
関
与
し
な
い
方

が
う
ま
く
行
く
。
そ
の
面
で

は
公
営
企
業
法
の
一
部
適
用

や
全
部
適
用
よ
り
、
独
立
行

政
法
人
化
し
た
方
が
良
い
。

医
療
セ
ン
タ
ー
で
も
利
益
が

上
が
る
様
に
な
り
３
月
に
は

臨
時
の
ボ
ー
ナ
ス
を
出
し
て

い
る
。
主
体
的
に
自
由
な
経

営
が
で
き
て
い
る
と
の
事
で

あ
る
。

長
崎
県
広
域
連
合

　

広
域
連
合
に
つ
い
て
は
、

民
主
党
政
権
に
変
わ
り
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
は
廃
止
の

方
向
を
示
さ
れ
て
い
る
が
、

増
大
す
る
医
療
費
へ
の
対
応

も
ど
う
い
う
負
担
割
合
に
す

る
の
か
不
明
で
あ
っ
た
。

行
政
視
察
報
告

　

委
員
長　

鵜
瀬　

和
博

視
察
日

　
平
成
21
年
11
月
５
日
〜
６
日

視
察
先

　

西 

海 

市

　

・
海
の
駅

　

・ 

大
島
造
船
所
、
大
島
醸

造

　

佐
世
保
市

　

・ 

西
海
パ
ー
ル
シ
ー
リ
ゾ

ー
ト

　

・
佐
世
保
市
場
株
式
会
社

　
　

    

海
の
駅　

船
番
所

　

地
元
で
採
れ
た
農
産
物
や

魚
介
類
を
食
材
と
し
て
刺
身

や
鮨
、
郷
土
料
理
等
、
50
種

類
以
上
の
料
理
を
バ
イ
キ
ン

グ
形
式
で
提
供
。
年
間
７
万

人
、
３
年
連
続
１
億
円
以
上

の
売
上
。
従
業
員
15
人
地
元

雇
用
。

大
島
造
船
所
・
大
島
醸
造

　

企
業
に
よ
る
農
業
経
営

で
、
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
の
中
で

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
し
、

最
小
限
の
水
と
有
機
肥
料
し

か
与
え
な
い
ス
パ
ル
タ
方
式

の
栽
培
に
よ
り
、
ト
マ
ト
本

来
の
味
と
香
り
を
持
っ
た
完

熟
ト
マ
ト
を
生
産
し
、
高
値

で
取
引
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
元
農
家
と
紅
あ
ず
ま
を
契

約
栽
培
し
て
も
ら
い
、
芋
焼

酎
を
醸
造
。

西
海
パ
ー
ル
シ
ー
リ
ゾ
ー
ト

　

九
十
九
島
の
海
が
テ
ー
マ

の
水
族
館
「
海
き
ら
ら
」
で

は
３
頭
の
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
を

実
施
し
、
開
館
１
ヵ
月
で
入

館
者
20
万
人
突
破
。

佐
世
保
市
場
株
式
会
社

　

厳
し
い
水
産
業
の
保
護
や

収
益
増
を
目
指
し
、
地
元
で

捕
れ
た
規
格
外
の
魚
や
雑
魚

を
加
工
し
、
学
校
給
食
や
生

協
に
販
売
。
ま
た
、
地
元
食

材
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン

「
も
っ
た
い
な
い
食
堂
」
を

営
業
中
。

※
委
員
会
の
所
見

　

長
引
く
不
況
の
た
め
農
水

産
業
は
大
変
厳
し
い
。
こ
れ

ま
で
の
地
場
産
品
を
そ
の
ま

ま
販
売
す
る
だ
け
で
は
な

く
、ア
イ
デ
ア
や
手
を
加
え
、

食
品
加
工
、
流
通
、
販
売
を

生
産
者
が
主
体
的
に
関
わ

り
、
新
た
な
る
付
加
価
値
を

付
け
、
直
売
場
所
や
レ
ス
ト

ラ
ン
等
開
店
す
る
な
ど
、
生

産
者
の
収
益
や
雇
用
の
創
出

を
目
指
し
、
農
水
産
業
の
活

性
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
本
市
も
地
場
産

品
の
活
用
に
向
け
、
農
水
商

工
、
観
光
と
連
携
し
、
産
業

の
活
性
化
、
新
た
な
雇
用
創

出
に
向
け
検
討
研
究
さ
れ
た

い
。

厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

長崎医療センター（大村）に着陸するドクターヘリ

大島造船所・完熟トマトのスパルタ栽培



14壱岐市議会だより　2010年第24号

鯨
伏
小
６
年　

小
林
美
奈
さ
ん

　

私
は
議
会
を
見
て
、
思
っ
て
い
た
よ
り

も
大
き
く
て
、
議
会
は
す
ご
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
議
員
さ
ん
た
ち
は
、
耕
作
放
棄

地
に
つ
い
て
50
分
も
の
間
、
市
長
さ
ん
と

一
生
懸
命
に
話
し
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
て
、
壱
岐
の
た
め
に
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
聞
い
て
い
る
他
の
議
員
さ
ん
た
ち

も
、
と
て
も
真
剣
だ
っ
た
の
で
も
っ
と

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
議
会
に
は
興

味
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
議

会
を
見
学
し
て
、
ど
ん
な

風
に
話
し
て
い
る
の
か
が

分
か
っ
た
の
で
、
興
味
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
議
会
の
こ

と
を
た
く
さ
ん
知
り
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
私
も
議

員
に
な
っ
て
み
た
い
で
す
。

鯨
伏
小
６
年

　

下
條
勇
斗
く
ん

　

ぼ
く
は
、
議
会
の
見
学

で
分
か
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
れ
は
、
テ
レ
ビ
で
あ
っ

て
い
る
国
会
の
よ
う
に
、
い
が
み
あ
っ
て

市
長
さ
ん
と
一
般
質
問
す
る
と
思
っ
て
い

た
け
れ
ど
、
普
通
に
議
員
さ
ん
が
問
い
か

け
て
、
き
ち
ん
と
市
長
さ
ん
が
答
え
て
い

ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
こ
れ
か
ら
の
壱
岐
の
た
め
に

今
の
自
分
が
で
き
る
こ
と
や
、
こ
れ
か
ら

で
き
る
こ
と
な
ど
を
頑
張
り
、
壱
岐
を

守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
今
の
ま
ま

の
壱
岐
に
し
た
い
で
す
。

鯨
伏
小
６
年　

加
勢
田
幸
樹
く
ん

　

議
会
に
は
意
外
に
た
く
さ
ん
の
人
が
い

て
、
こ
れ
だ
け
の
人
達
が
壱
岐
の
た
め
に

頑
張
っ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
、
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。
ぼ
く
も
壱
岐
の
自
然
を

守
る
た
め
に
、
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
こ
と
や

植
物
な
ど
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。

　

議
長
の
席
に
座
っ
た
り
、
と
て
も
い
い

体
験
が
で
き
ま
し
た
。

郷
ノ
浦
町 

志
原
西
老
人
ク
ラ
ブ

山
口
重
成
会
長

　

老
人
研
修
と
し
て
初
め
て
24
名
の
会
員

で
、
市
議
会
の
見
学
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

耕
作
放
棄
地
、
防
災
及
び
国
民
保
護
、

そ
し
て
、
壱
岐
市
民
病
院
に
つ
い
て
の
、

ど
れ
も
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
関
心
の
あ

る
議
題
で
あ
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
声
が
聞
き
取
り
に
く
く

理
解
し
に
く
か
っ
た
の
で
、
傍
聴
席
に
拡

声
器
が
あ
っ
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

芦
辺
町 

生
活
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

小
坂
恵
子
さ
ん

　

生
活
学
校
の
仲
間
５
人
で
議
会
傍
聴
に

出
か
け
ま
し
た
が
、
傍
聴
者
の
少
な
さ
に

市
政
へ
の
関
心
の
薄
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

原
の
辻
開
館
を
間
近
に
し
て
、
盛
り
上

が
り
に
欠
け
る
実
態
に
市
民
は
も
う
既
に

失
望
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

博
物
館
の
で
き
あ
が
る
ま
で
は
お
祭
り

騒
ぎ
で
、
建
っ
て
し
ま
う
と
あ
と
の
祭
り

と
言
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

全
市
民
の
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、
無

料
の
内
覧
会
を
実
行
し
て
ほ
し
い
で
す
。

議会見学の鯨伏小学校６年生の皆さん

12月議会（傍聴）の様子

※ 
鯨
伏
小
学
校
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多

く
の
傍
聴
者
の
方
か
ら
ご
感
想
を
頂
き

ま
し
た
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
全
て
を

掲
載
で
き
ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
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●  未収金の額に
はビックリしました。
これでは将来が不安です。

●  未収金の担当者は大変と思いますが、対話を
交わしながら根気よく、実績が上がるように頑張って
ください。納税者の意識改革が第一でしょう！

●  議会を土・日にして、会社勤務の人たちも議会を傍聴させてほしい。

●  未収金の多さに驚きです。未納の方にはもっと自覚を持ってほしいものです。本当に生
活に困窮されている方は少ないと思います。

●  ７月の雨の時に壊れた道路がまだ修復されていないと
ころがあります。できるだけ早くなおしてください。

●  未収金一覧表が出ていましたが、日々の生活も切りつめて税金を納めているのに、まっ
たく支払わず生活をしている方もいらっしゃるの？

●  砂取りをやめさせてほしい。錦浜の砂が減って、遠浅だったのに
深くなっています。海は漁協のものではなく、みんなのものです。

●  出産のため里帰り中、議会だより拝見し、Ｑ＆Ａ方式や見出しを多く取り入れ、読み疲
れない・わかりやすくという工夫がみられ好感が持てました。

●  多くの「市民の声」。多くの市民が議員に期待をされている事だと思います。
一番に病院の問題、安心して受診できるようにしてほしい。

●  「離島航路運賃の値下げ」是非、実現に向けて頑
張って欲しいです。通院で利用する人も多

いので、少しでも負担が減ればよ
り多くの人が助かると思

います。

このコーナーでは、市民のみなさまから議会に
寄せられたご意見等について一部ご紹介します。



　

壱
岐
市
議
会
の
平
成
21
年
第
４
回（
12
月
）定
例
議

会
が
12
月
17
日
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
の
12
月
10
日
に
は
22
人
、
11
日
に
は
約
50

人
の
傍
聴
者
が
、熱
心
に
議
員
と
市
長
の
議
論
に
耳
を

傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
議
員
も
市
長
も
、
自
然
と
熱

が
入
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

中
学
校
の
統
廃
合
も
一
段
落
し
ま
し
た
が
、壱
岐
市

は
病
院
問
題
な
ど
、
多
く
の
問
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。　
　
　

　

今
後
も
多
く
の
方
が
議
会
を
傍
聴
を
さ
れ
、「
議
会

だ
よ
り
」を
読
ん
で
頂
く
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様
と
共

に
、壱
岐
市
を
元
気
な
島
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、前
回（
第
３
回
）の「
壱
岐

市
議
会
だ
よ
り
ク
イ
ズ
」に
は
多
く
の
応
募
者
が
あ

り
、
委
員
会
一
同
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
榊
原　

伸
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

音
嶋
正
吾

副
委
員
長　

榊
原　

伸

　

委
員　

中
田
恭
一

委
員　

鵜
瀬
和
博

　

委
員　

町
田
正
一

　

委
員　

呼
子　

好

第
24
号

編　

集　

後　

記

壱岐市議会だよりは地球に優しい大豆油のインキで印刷されています。

お餅だよ～ん！（霞翠幼稚園）

クイズに答えて
図書カード（1,000円）

が当たるよ！
みんな応募しよう！

　壱岐市ホームページ（http://www.city.iki.
nagasaki.jp）の市議会のインデックス（見出し）
を検索すると、市長行政報告および議員の一般質問
の音声を生で聞くことができます。また市議会会議
録は、議会事務局・市役所本庁（総務課）・各庁舎（市
民生活班）・各図書館で閲覧できます。ぜひご利用
ください。

第4回
　　 ククイズイズ（　）欄に適切な言葉を入れてください。

１  一支国博物館は（○月○○日）オープンします。

２  １歳～小学校６年生までの子どもは、新型イン
フルエンザの予防接種は（○回目）が無料です。

３  中学校統廃合でスクールバスを利用する中学生
は、壱岐市全体で約（○○○人）が見込まれます。

　　 ヒヒントント　この議会だよりの中に答えがあります。

《応募方法》はがきに「答え・住所・氏名・議会だよりや議
会への意見等」を記入してください。

　　ご意見等は『市民の声』でできるだけ紹介します。
　　正解者の中から抽選で５人の方に図書カード千円分を
贈ります。（当選者の発表は次号に掲載）

《あて先》〒８１１-５５２１
　　　　 壱岐市勝本町西戸触１８２-５
　　　　　　　壱岐市議会事務局　宛

《しめきり》平成 22年 2月 28日（当日消印有効）
　
《個人情報の取り扱いについて》ご記入頂きました個人情報
は、賞品発送・当選者発表および『市民の声』等の目的以外
には利用いたしません。

～ 第3回クイズの答え ～
①20人　②20人　③28人
応募総数46名の内、
全問正解者は45人です。

たくさんのご意見を頂き、
ありがとうございました。

～ 第3回クイズの当選者 ～
野田麻愛沙様　中西幸治様
山田道子様　川口タツ子様
小西三四子様 　　（順不同）
☆おめでとうございます☆ 

○発行責任者 　壱岐市議会議長 　
○編集　 議会広報特別委員会 　
〒 811-5521  
長崎県壱岐市勝本町西戸触182-5
TEL：0920-42-1111  FAX：0920-42-0096
【 E-mail 】  iki-gikai@city.iki.lg.jp
【 U R L 】  http://www.city.iki.nagasaki.jp

正解です正解です

パチパチ
パチパチ


